
十
カ

る
都
wm
。
笈
憩
紀
聞
に
、
中
代
村
野
中
に
御
茶
，
水
と

て
井
戸
輸
を
伏
せ
た
所
が
あ
る
。
昔
務
侯
が
臨
野
御

成
の
際
御
茶
の
料
に
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
と
記
す

る。
ナ
ガ
タ
ウ
シ
ス
ケ
長
田
牛
助
慶
長
十
五
年
の

頃
、
欧
側
仰
伎
者
と
穂
し
て
横
行
し
た
無
頼
者
の
首
魁
。

前
田
利
長
命
じ
て
之
を
舗
へ
し
め
、
牛
助
は
神
尾
闘

番
宅
に
自
n
m
L
て
商
尾
隼
人
介
錯
し
、
共
の
弟
乙
邸

は
水
原
左
衛
門
宅
に
て
自
淳
、
宮
崎
政
人
が
介
錯
し

た
。
ナ
ガ
タ
カ
ツ
ヨ
長
田
勝
世
逝
穂
市
兵
衛
。
初

め
前
回
利
長
に
仕
へ
、
後
に
大
坂
冬
役
に
足
腰
顕
と

L
て
出
陣
し
、
夏
役
に
篠
山
で
首
一
つ
を
獲
、
旅
五

百
.
石
に
宝
っ
た
。
そ
の
孫
作
左
衛
門
自
殺
し
て
家
断

絶
し
た
。

ナ
カ
タ
ガ
ハ
中
田
川
江
沼
郡
中
間
領
大
黒
か

ら
流
出
し
、
問
領
も
う
谷
で
大
器
寺
川
に
合
す
る
。

ナ
ガ
タ
キ
長
灘
能
美
郡
山
上
郷
に
臨
す
る
部

帯
。
能
美
郡
名
蹴
誌
に
、
長
溜
村
の
束
の
山
に
谷
川

の
水
七
段
に
流
れ
下
る
を
七
溺
と
い
ふ
。
困
っ
て
七

溺
村
と
い
う
た
の
が
諮
っ
た
の
で
あ
る
と
記
す
る
。

ナ
ガ
タ
キ
長
癒
能
楽
部
長
櫛
ハ
部
務
名
)
の
東

方
四

O
O米
に
在
る
漉
で
、
一
に
七
溜
と
も
群
す
る
。

部
訴
の
名
も
、
そ
こ
に
在
る
多
伎
奈
捕
柿
枇
も
皆
之

に
凶
っ
て
起
る
。
天
保
五
年
金
子
有
斐
の
子
守
株
の

記
に
、
『
長
潟
村
に
到
り
、
絡
を
尋
ね
て
水
流
に
遡

。
、
山
に
入
る
こ
と
二
三
町
詐
に
し
て
湖
あ
り
云

々
。
水
源
山
上
に
あ
っ
て
潟
水
落
る
こ
と
二
三
丈
も

あ
ら
ん
と
見
え
っ
。
立
岩
色
黒
く
し
て
、
共
形
奇
し
。

皆
四
角
に
切
り
た
る
も
の
に
ひ
と
し
。
水
は
岩
聞
に

落
ち
て
漉
箆
に
入
り
、
流
る
a
h

に
亦
讃
あ
り
。
知
v
此

流
る
ふ
に
澗
磁
七
つ
あ
b
て
水
路
を
滞
る
般
に
七
翻

と
い
ふ
欺
。
叉
磁
の
長
き
を
以
て
長
漉
と
い
ふ
欺
。
』

と

あ

る

。

三

十

七

年

十

一

周

十

四

日

事

年

八

十

四

で

夜

。

ナ
ガ
タ
ギ
へ
.
Z

長
田
儀
兵
衛
市
右
衛
門
の
ご
一
ナ
ガ
タ
シ
ョ
ウ
Z

号
ン
長
田
鹿
右
衛
門
前
回

子
。
殴
安
三
年
前
回
利
常
に
仕
へ
て
七
十
石
を
領
一
利
長
に
仕
へ
て
隊
三
百
五
十
石
を
受
け
、
大
坂
再
役

し
、
寛
文
三
年
御
歩
小
頭
と
し
て
三
十
石
を
加
ヘ
、
丸
一
に
一
一
，
丸
に
於
い
て
撤
一
人
を
討
取
っ
た
。
子
孫
滞

年
仙
渓
院
御
附
と
し
て
五
十
石
を
加
ヘ
、
元
韓
六
年
一
に
世
襲
す
る
。

曾
棒
侯
よ
り
五
十
石
を
加
へ
ら
れ
、
一
一
一
十
七
少
年
そ
一
ナ
カ
タ
シ
ョ
ウ
ザ
プ
ロ
ウ
中
田
庄
三
郎
金
揮

の
磁
に
在
っ
て
鴎
滞
し
、
質
永
六
年
四
居
残
し
た
。
一
の
家
柄
町
人
。
蹄
は
長
主
。
家
を
紙
屋
と
稽
し
、
町

ナ
ガ
タ
ギ
へ
Z

長
田
儀
兵
衛
御
馬
廻
組
線
二
一
年
寄
・
銀
座
役
等
を
梁
と
し
た
。
庄
三
郎
僻
を
信
じ
、

百
石
長
田
新
磁
の
子
。
安
永
四
年
途
中
に
於
い
て
町
一
大
束
寺
且
舟
に
鴎
依
し
て
不
生
策
政
安
静
家
居
士
と

入
問
中
屋
市
右
衛
門
を
手
に
掛
け
た
が
1

切
留
め
得
一
践
し
、
国
山
の
援
席
す
る
に
及
び
鐙
外
髄
の
カ
を
織

な
か
っ
た
か
ら
、
之
を
殺
害
し
た
い
と
そ
の
突
か
ら
一
〈
し
、
元
様
元
年
そ
の
衆
寮
・
浴
室
を
作
り
、
尋
い

出
願
し
た
。
依
っ
て
傾
宋
を
調
査
し
て
ゐ
た
う
ち
に
一
で
足
山
の
京
都
臆
崎
に
移
る
や
、
七
年
震
に
源
光
庵

儀

兵

衛

は

出

奔

し

た

。

一

を

建

て

、

費

永

元

年

復

古

蛍

を

庵

内

に

奥

し

、

二

年

ナ
ガ
タ
タ
Z

ノ
日
長
田
邦
教
濁
穏
兵
左
衛
門
。
一
大
蔵
経
を
納
め
、
そ
の
他
所
々
m

師
寺
の
震
に
も
寄
進

焚
庄
右
衛
門
の
也
知
こ
百
石
を
受
け
、
事
保
十
一
年
一
す
る
厨
多
か
っ
た
。
庄
三
郎
叉
茶
事
に
親
し
ん
で
的

前
回
宗
辰
の
御
抱
守
に
任
じ
、
後
旅
・
百
五
十
石
を
加
一
‘
的
庵
を
構
へ
、
事
保
二
年
九
周
五
日
齢
六
十
を
以
て

へ
、
十
八
年
致
仕
し
て
佳
休
と
焼
し
、
二
十
人
扶
持
一
一
銭
。

を
受
け
た
が
、
二
十
年
護
狂
し
、
寛
保
二
年
十
二
周
一
ナ
ガ
タ
テ
ン
ジ
ン
シ
ヤ
長
田
夫
締
結
石
川
郡

十
八
日
享
年
八
十
四
を
以
て
夜
し
た
。
一
長
田
に
銀
座
し
、
も
と
本
馬
腕
の
天
耐
と
い
う
た
。

ナ
ガ
タ
タ
ロ
ベ
Z

長
田
丸
郎
兵
衛
初
め
て
前
一
式
内
等
萄
枇
砲
に
は
、
『
長
田
跡
位
、
長
田
村
銀
座
、

回
利
家
に
仕
へ
て
百
五
十
石
を
受
け
、
子
孫
務
の
御
一
穂
昌
長
田
天
神
刊
』
と
あ
る
。
跡
祉
の
向
か
う
に
天
紳

異
風
と
し
て
制
織
い
だ
。
一
自
問
と
い
ふ
地
が
あ
り
、
初
は
そ
こ
に
在
っ
た
と
い
ふ
。

ナ
ガ
タ
ケ
長
竹
石
川
都
中
奥
郷
に
在
る
部
務
。
一
務
政
の
時
に
は
本
山
振
の
山
伏
成
邸
寺
之
が
別
常
を

長
竹
の
小
宗
に
越
中
屋
と
い
ふ
の
は
、
昔
越
中
岡
か
一
勤
め
た
が
、
明
治
元
年
紳
備
調
溺
腹
止
の
後
、
復
飾

ら
来
た
者
の
開
墾
し
て
、
迭
に
一
部
務
を
な
し
た
も
一
し
て
儲
兵
怒
と
い
ひ
、
六
年
枇
焼
を
長
田
菅
原
蹄
祉

の

で

あ

る

と

い

は

れ

る

。

一

と

殴

め

た

。

ナ
ガ
タ
ジ
ユ
ン
ジ
ロ
ウ
長
田
順
=
郎
石
川
郡
一
ナ
カ
タ
ナ
ガ
カ
タ
中
園
長
田
昌

J
カ
ミ
ヤ
イ
チ

徳
用
の
入
。
初
名
長
四
郎
・
長
兵
衛
。
天
保
四
年
十
一
ベ
エ
抵
屋
市
兵
衛
。

三
歳
の
時
間
部
二
目
前
村
長
右
衛
門
に
岡
地
割
算
を
一
ナ
カ
タ
-
-
中
谷
鳳
至
郡
仁
岸
郷
に
麗
す
る
部

習
ひ
、
弘
化
=
一
年
郡
川
秀
臓
に
、
嘉
永
元
年
河
野
久
一
群
。
明
治
に
妄
り
西
中
谷
と
殴
め
た
。

太
郎
に
、
二
年
石
黒
藤
右
衛
門
に
就
き
、
算
法
及
び
一
ナ
カ
タ
=
中
谷
風
室
部
諸
橋
郷
に
鴎
す
る
部

質
測
を
製
び
、
文
久
二
年
測
飽
雑
集
三
容
を
編
し
、
一
一
帯
。
明
治
に
歪
り
束
中
谷
と
改
め
た
。

前
後
務
の
土
木
測
盤
に
従
ふ
こ
と
多
か
っ
た
。
明
治
一
ナ
ガ
タ
-
-
長
谷
能
奨
郡
臨
海
郷
に
屈
す
る
邸

六
-
-阻圃・-

群。
ナ
ガ
タ
Z

長
谷
珠
洲
榔
馬
渡
の
内
の
小
字
。

ナ
カ
ダ
バ
マ
中
田
演
珠
洲
郡
仁
江
の
内
の
小

手。ナ
ガ
タ
ヒ
ヨ
長
田
憲
能
資
名
跡
志
臨
至
郡
皆

居
の
傑
に
、
『
長
田
彦
と
て
利
家
公
よ
b
御
技
持
裁
き

あ
る
山
廻
役
あ
り
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
長
田
彦
は
、

『
幕
坂
村
宜
文
十
二
年
分
年
賀
米
の
事
』
と
い
へ
る
文

書
に
、
皆
居
村
彦
・
路
磯
村
藤
右
衛
門
の
辿
場
あ
る
‘

そ
の
彦
の
家
筋
で
あ
ら
う
。

ナ
ガ
タ
マ
チ
長
田
町
金
揮
の
町
名
。
も
と
郡

地
で
あ
っ
た
。
亀
尾
記
に
、
『
長
問
町
は
共
の
初
元
隊

の
頃
、
二
十
五
戸
前
回
涯
江
守
下
邸
の
地
・
惑
に
家
建

す
。
是
は
麗
附
の
村
地
也
。
』
と
あ
b
、
叉
年
代
摘
要

に
は
、
『
亭
保
十
二
年
六
周
北
鹿
附
村
・
長
岡
村
町
鍛

新
家
願
之
濁
建
之
。
』
と
も
あ
る
。
文
政
四
年
二
沼
郡

地
の
ケ
腕
の
町
奉
行
裁
許
と
な
っ
た
時
、
長
田
村
領

出
町
は
長
田
町
の
町
名
を
立
て
、
此
の
時
鹿
岡
村
領

の
分
も
長
岡
町
ヘ
建
込
ん
だ
が
、
筒
村
方
に
地
子
米

を
納
め
る
相
封
筒
地
で
あ
っ
た
。

ナ
ガ
タ
ヤ
Z

モ
ン
長
田
禰
右
衛
門
前
回
利
家

の
能
鷲
七
尾
に
隠
た
時
召
関
さ
れ
て
百
二
十
石
を
領

し
、
慶
長
十
六
伊
豆
刃
渡
し
た
。
こ
の
嫡
流
は
四
代

作
左
衛
門
逼
塞
申
に
残
し
て
断
絶
し
た
が
、
支
系
は

世
々
務
に
仕
へ
た
。

ナ
ガ
タ
司
で
旬
、
ノ
マ
チ
長
田
弓
ノ
町
金
持
の
町

名
。
長
田
町
の
裂
で
、
務
政
申
は
持
弓
組
足
趨
の
組

地
で
あ
っ
た
か
ら
、
俗
に
長
岡
の
組
と
も
い
う
た
。

ナ
ガ
ヅ
キ
シ
ユ
ウ
長
月
集
一
冊
。
表
題
に
は

長
周
築
、
序
に
は
後
無
射
集
と
あ
る
。
千
代
尼
五
十

四
思
の
迫
議
護
句
集
で
、
資
年
・
零
貨
の
護
起
に
よ

る
と
い
ひ
、
題
鋭
は
千
代
尼
が
九
且
に
残
し
た
腕
か

ら
取
る
。
序
は
文
政
七
年
秋
九
用
法
任
三
宅
晋
。
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